
教
育
等
の
マ
イ
ナ
ス
の
面
は
殆
ど
何
一
っ
と
し
て

ア
メ
リ
カ
の
新
聞
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
が
や
が
て
、
両
者
た
か
い

に
ょ
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
見
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
相
手
が
ど
こ
の
国
民
と

も
同
じ
く
、
長
所
と
と
も
に
欠
点
を
も
備
え
た
ふ

つ
う
の
人
間
の
集
り
で
あ
る
こ
と
壽
識
す
る
日

が
や
っ
て
く
る
こ
と
ー
こ
の
こ
と
を
私
は
希
望

す
る
の
で
あ
る
。

(
丁
メ
リ
カ
、
メ
ア
リ
・
ポ
ー
ル
ト
ゥ
イ
ン
大
学
助
教

授
、
同
志
社
女
子
大
学
交
換
教
授
訳
.
北
垣
宗
治
、

大
学
文
学
部
教
授
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財

鈴
木
重
治

光
た叩

き
唐
津
飴
釉
壺

か
ら
つ
ぁ
め
ゆ
つ
ぽ

の
脆
弱
さ
が
な
く
、
機
能
性
に
富
ん
だ
陶
器
の
底

流
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
点
で
も
、
個
性
的
で
あ

る
0

唐
津
陶
の
出
現
の
時
期
に
つ
ぃ
て
は
、
多
く
の

見
解
が
あ
る
が
、
考
古
学
的
に
は
、
天
正
年
間

(
一
五
七
三
t
一
五
九
己
に
そ
の
詔
誕
め
ら

て
い
る
。
こ
れ
も
発
掘
調
査
の
進
展
に
ょ
る
近
世

の
土
器
・
陶
磁
器
の
編
年
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

同
志
社
黒
会
館
・
幼
稚
園
の
新
築
に
先
立
っ

発
掘
調
査
で
も
、
中
世
の
寺
院
址
や
近
世
の
公
家

屋
敷
に
伴
う
遺
構
・
遺
物
が
検
討
さ
れ
、
多
く
の

資
料
が
出
士
し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
し
九
「
叩
き

唐
津
飴
釉
壺
」
は
、
一
九
七
九
年
十
月
下
旬
に
「
S

K
2
0
3
2
 
a
」
と
呼
ぱ
れ
九
土
坑
か
ら
出
土
し

た
も
の
で
あ
り
、
瀬
戸
の
肩
衝
茶
入
丹
波
の
括

鉢
、
多
量
の
土
師
皿
が
伴
出
し
て
ぃ
る
。

年
代
は
、
土
師
皿
の
編
年
的
位
置
か
ら
天
正
年

問
で
も
前
半
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
初
現
期
の
唐
津
陶
で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、
丸
味
の
強
い
肩
部
や
底
部
の

大
き
い
安
定
し
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
.
ン
と
共
に
、
内

体
部
の
全
面
に
認
め
ら
れ
る
叩
き
技
法
に
伴
、
つ
ぁ

て
木
痕
の
青
海
波
や
、
全
面
に
施
釉
さ
れ
た
木
灰

釉
も
特
徴
的
で
あ
る
。

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

.

同
志
社
同
窓
会
館
・
幼
稚
園
地
点
出
土
(
安
土
.
村
山

時
代
)
残
存
高
一
六
・
八
如
、
底
径
ニ
ハ
.
五
伽
、
胴

部
最
火
径
一
九
・
二
m

茶
人
た
ち
の
間
で
は
、
一
楽
、
二
萩
、
三
臣
と

い
う
格
付
が
現
在
で
も
生
き
て
い
る
。
「
楽
の
世

界
」
や
「
萩
の
世
界
」
は
、
す
で
に
茶
陶
意
残

前
提
と
し
て
存
在
し
て
い
て
、
類
型
化
の
傾
向
が

強
い
の
に
対
し
て
、
「
綴
の
世
界
L
 
は
、
そ
の
出

発
点
が
雜
器
で
あ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
需
過
剰

ー
ー

f命^

(4)
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